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移動体の進行方向推定装置および進行方向推定方法
スマートフォン利用者の屋内測位を実現する

適用分野：
●屋内測位技術
●歩行者自律航法
●スマートフォン向け測位技

術

目的と効果
スマートフォンを携行・保持しながら移動す
る歩行者の位置・姿勢を屋内外環境で計測する
需要は極めて高く、その一つの手法として、内
蔵センサー（加速度・角速度・磁気）に基づく
歩行者自律航法（PDR）が注目されています。
センサーの装着位置を固定した PDRは数多く
ありましたが、スマートフォンのような自由度
の高い携行・保持条件下で利用されると、鉛直
方向と真北方向は推定できますが、その進行方
向を特定できず、十分な測位精度を保てない問
題がありました。

技術の概要
人の進行方向を推定する重要なヒントとし
て、歩行動作が引き起こす加速度・角速度成分
の周波数領域上での特徴量に着目しました。表
には、人を中心とした座標系において、その各
軸上で各成分がピークをとる周波数を示しまし
た。スマートフォンがどのように携行・保持さ
れていても、これらの特徴を内蔵センサーで観
測されるデータに見いだすことができます。そ
こで、逆に、内蔵センサーで得られた加速度・

角速度成分について、それが表に示す特性と最
も適合する軸を張るように探索することで、進
行方向を推定します。具体的には、各軸の特徴
周波数におけるパワーの総和を最大化する軸を
探索します。人の進行方向に対応する軸を変化
させたときのパワースペクトラムに現れる変化
の一例を図に示します。パワーの総和を最大化
する方向は正しい方向と 180 度ずれた方向の二
通り存在するため、特定の軸の加速度成分間の
位相差がほぼ一定であることに着目してこの曖
昧性を除去します。

発明者からのメッセージ
最近のスマートフォンには PDR の実現に
必要な内蔵センサーに加えて、GPS、Wi-Fi、
Bluetooth のような位置補正手段の機能を兼ね
備えているため、屋内外環境をシームレスにつ
なぐ位置情報サービスをスマートフォン利用者
に提供できると期待されています。利用シーン
にかかわらずスマートフォンにおける PDRの
抜本的改良に資するこの発明は、この目的にか
なっており、いよいよ到来する位置情報革命に
大きく貢献できると考えています。

プラズマを用いた流体制御アクチュエータ

歩行動作が引き起こす加速度・角速度成分
のピーク周波数の表
各軸の成分について、特徴的なピーク周波
数が現れる。歩行周波数進行方向軸

（ロール軸）

歩行周波数左右方向軸
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角速度成分加速度成分

図　方位角探索とパワースペクトラム
の関係の一例
この例では歩行周波数の半分の周
波数において、正しい進行方向の
ときパワーが相対的に大きな値を
取る様子が見て取れる。
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